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全機法人せいひ会
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　：）た。大黒舞は若手3人、かわいい衣装は囎
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　」手作りです。ベテラン3人、次の世代へ
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　中山神社の境内に次々と集まってくる地域の

方々。皆が顔見知りで皆が声を掛け合い、皆で作

り上げる部落お祭り。笛・太鼓の音色が響き、笑

い声と拍手に包まれます。伝統芸能を残そうとす

る活動に、老いも若きも一致団結。まつりの楽し

さの中に触れ合いがあり、語らいがあり、人と人

との“わ”が広がっていきます。　「五穀豊穣」

「無病息災」感謝の心を持ちながらここ西彼中山

…組屯峰越魁．．一．暴藝二二二二＝1郷のせいひ会として・参ヵ日させていただきまし

拍1日避難訓練　　　　　せいひ五　　　　1た。
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　各所で笹に五色の短冊が飾られていました。家人を

案ずるものであった1－1、、未来永劫の無病息災を願う

もの、　h＋イスボデ君ロなんて言葉もありました。

　その日、通所では素麺流しを、GHでは手作り羊羮

　　とそれぞれが心を込めて作った七タ飾りを眺めな

た
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　三田利春さん。たばこも酒も飲ま

　ないのが健康の秘訣だそうで
　す。
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20歳から長年にわたり、「鐘紡」の発電機のエンジニアとして勤めていた

前田さん、、当時を振り返り、「昔、鐘紡に勤めていたころ、自分は暴れん坊

で’｝二場長でも誰とでも喧嘩してました。」と話す．慶応大学をでた坊ちゃん

方に引けを取らず、生意気な口を利くものには厳しく指導にあたってい

たヨ、エンジニアとしてその存在は一目おかれ、特にアキュムレーターのエ

ンジニアとして当初から関わり、rアキュムレーターのことは前田に」という

存在だった。北京に転勤した時には、日本語で怒鳴り散らしながら指導し

ている仲間をみて、rこれじゃいかん」と夜学で中国語を勉強した質実剛

健な人物であった。趣味は、書道に油絵、左の絵は、前田さんが満州に

いたころに書いたもの，零下15慶び）極寒び）中、出庫する機関車をスケッチ

して書いたとか。中国での経験から、r日本人は外国人と付き合うのが下

手な民族だ」と感じており、若い人にはr日本人が偉いとか外国人が怖い

とかそんな殻に閉じこもらず、相手の身になって考え、自分の世界を広げ

てほしい1とアドバイスをいただいた，、今年91歳、コツコツと書き留めた自

分史は、今、7枚目を書き始めたところだ一三

前田さんの油絵は元亀の里2階廊下に飾られています。お誕生日おめでとうございます。
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Vita”ty　Space
　　　　バイタリティー・スペース

rVitality」とは、生命力・活力・活気・元気・持続力等の意味が

あります。せいひ会を利用される皆さんの活動にはこのバイタ

リティの力にあふれています。その活動を紹介するコーナーで
す。
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背丈の2倍はあるかし

り？台風にも負け
ず、大きなひまわり

が育ちました。

　でゼリーを作りまし
。，！た。砂糖で煮ている時

　の香りで幸せな気分に
　なりました。

せいひ会
7月31日

　せいひ会全体で避難訓練
を行いました。この訓練
は、少ない人数で速く避難
するための方法を習得する
もので、階段や坂道での避

難方法などを体験しまし
た。

七タの日のおやつで
す。涼しげな色のゼ
リーは、天の川をイ
メー　～して、・ると
か。

　ちらも七タのオヤ
ッ作り　寒天の中に
星型フルーツ。皆で
手作りはやっぱり楽
しいです。

ええ1！こんなに大きく

てたくさん入って50
円？万作畑のジャガ
イモは今年は豊作
だったようです。

梅干です。去年の梅

干は少し塩が多め
だったので、今・年は

減塩してみました。

8／7の行事

せいひ会職員募集

1日～展示会・写真展（風和の里）

　　　　　一年間の思い出を…☆
『『「目’『ダ療み蚕ぐ颪繭防塵う’一”一”一’一

「『「目’一誕笙曇炭竃み里樋而”一”一一一

19日　夕涼み会（翠風）、くサージュ顎樋の海岸1・て一

　　　　　海辺の木陰で語りましょう♪
シ罰目’一闊妻教塁ζ蜥）’一”－”一”一”

26日　そうめん流し（風和の里）

　　　　　来た来た～はい！すくって！

26日　タ涼み会（爽月）バサージ・琴附近の轟岸にて

　　　　　一緒に海岸を散歩しませんか。

　社会福祉法人せいひ会では、事業の拡大とより質の高いケアサービスの提供のた

め、各職種の職員を募集しております。意欲ある方の応募をお待ちしています。

《応募方法》
まず、下記締切までに郵送にて履歴書（写真貼付）及び必要な資格証（写）を送付く

ださい。なお。電話にて申込みをし、面接日時を決定の上、履歴書等を持参いただい

ても結構です。　　　（＊家族向け社宅あります。）

《応募締切》

経験者　随時応募を受け付けます。ただし、予定数に達し次第に締め切ります。

畿・鞍難糀羅灘鱈置（置

罐一、蹴難論轟纒・蚤髪
．一 齡^瓢1器織驚嶽燻り

　前回のタイズ、正解は
①番でした。せいひ会だ

よりは今回の発行で第8

8号を迎えました。8月
に88号。思わず一人で
にやけてしまいました。

さて、ひまわりも首をも

たげるこの季節、日射病
や熱射病に気をつけて夏
を満喫してくださいね。

また、脱水は様マな病気
の引き金になります。自

覚症状がないr隠れ脱
水」というのがあるそう

です。自分は大丈夫とあ
などらず、こまめに水分
補給を心がけましょう。
〔佳）
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